
墨
の
建
設
の
縛
に
激
っ
て
、
よ
く
繋
属
芦
の
続
騰
と
後
丸
践
｝
の
，
、
妬
授
指
…
…
導
と
に

挺
身
せ
ら
れ
、
以
て
偉
大
な
る
業
縞
を
胎
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
就
申
、
近
世

減
芦
時
代
史
、
殊
に
溺
治
維
欝
の
囚
由
を
な
し
た
．
魏
皇
論
の
難
中
し
に
は
讐
境

地
を
購
…
病
せ
ら
れ
た
の
で
あ
っ
た
。
醐
し
て
こ
こ
に
揚
げ
た
「
麓
塁
繭
獲
達

史
」
は
、
薄
士
が
明
治
四
十
年
頃
よ
り
大
磁
器
圏
年
徳
落
せ
一
遮
れ
る
に
運
る

迄
の
間
に
、
諄
々
大
蒲
に
歎
い
て
講
ぜ
一
5
れ
、
臓
つ
幾
誕
か
改
縞
増
補
の
．
＊

を
．
斑
へ
ら
れ
た
講
義
案
を
塞
と
な
し
、
博
面
の
残
後
、
胃
岡
弟
瀬
枕
之
助
博
士

話
線
の
下
に
桑
田
忠
親
鍛
士
が
こ
れ
を
陳
、
附
し
て
、
…
二
上
博
士
簿
作
詩
の
第

一
冊
…
と
し
て
上
梓
せ
ら
れ
た
も
の
C
あ
る

　
遡
上
縛
士
は
先
に
は
棄
掌
紛
隔
大
深
の
誌
導
及
び
史
尋
癩
棊
に
專
溢
せ
ら

れ
、
後
に
は
堂
、
内
省
の
理
経
浴
天
皇
日
脚
紀
凝
び
公
判
…
明
治
天
皇
纐
紀
の
編
纂
に

霧
凝
せ
ら
れ
た
爲
に
、
そ
の
生
前
炉
ら
n
雪
と
し
て
鵡
さ
れ
た
も
の
は
「
白
、
河
樂

翁
公
ヒ
徳
川
臨
代
」
等
が
あ
る
に
遜
．
び
な
か
っ
た
。
然
る
に
本
か
．
が
博
士
の

遺
稿
刊
行
の
第
一
燈
と
し
て
公
に
せ
ら
れ
た
こ
と
は
、
辻
善
之
助
博
士
が

「
抑
々
糊
土
樽
惣
の
獲
蓬
は
本
国
近
世
史
の
纒
軸
で
あ
り
、
こ
れ
や
申
心
と

し
て
江
戸
時
代
の
野
史
は
展
開
し
た
の
で
あ
る
。
護
濟
若
し
よ
く
誓
書
を
玩

昧
麟
購
演
せ
ば
、
明
治
維
新
洪
黙
…
の
歯
來
ナ
ろ
研
一
鞭
…
き
脇
の
あ
り
、
現
代
宛
　
國

紹
隆
の
源
深
き
も
の
あ
る
を
蝿
る
に
庶
幾
ら
ん
か
」
と
云
は
れ
て
る
る
如
く

斯
舞
に
と
っ
て
の
慶
編
で
あ
り
、
殊
に
近
世
史
観
繊
渚
に
と
っ
て
の
喜
悦
で

あ
る
9

　
本
警
の
憲
な
る
内
容
は
、
第
篇
禰
　
皇
窯
乏
流
戸
寛
、
尉
、
第
一
一
編
　
勤
霞
．

論
の
議
達
の
二
編
よ
り
残
っ
て
み
る
。
第
一
編
は
蝉
騒
嗣
繰
の
推
移
を
蓮
べ

ら
れ
た
も
の
で
あ
っ
て
、
闘
…
ち
江
戸
瞬
代
初
期
以
來
の
朝
廷
と
幕
由
肘
と
の
n
岡

係
を
概
麹
せ
ら
れ
て
、
胃
戸
府
が
事
φ
，
る
録
に
輔
鷲
擦
溺
の
政
策
を
と
り
、
皇

位
瞬
激
の
獅
四
書
に
趨
も
干
渉
の
手
を
伸
ば
し
た
こ
と
、
し
か
も
そ
の
…
間
に
竹

内
式
部
・
出
縣
大
武
等
の
饗
件
、
戟
は
萱
號
事
件
㌻
に
螢
っ
て
Y
次
第
に
朝

講
更
張
の
氣
蓮
が
昂
ま
っ
て
來
売
面
罵
を
解
萌
せ
ら
れ
て
み
る
。
第
瓢
編
は

勤
肖
こ
闘
の
學
謎
と
し
て
の
麹
源
を
説
き
、
更
に
そ
の
滑
輩
を
詳
翅
せ
ら
れ
、

輪
か
銭
糧
鱗
珪
つ
慮
火
な
る
危
皐
思
想
家
朔
傳
の
観
が
あ
る
。
即
ち
憎
く
藤

尽
繰
窩
・
林
羅
論
罪
響
の
｛
學
論
に
お
い
て
程
朱
雛
と
勤
続
説
と
の
關
…
聯
を
考
察

せ
一
叢
れ
、
更
に
崎
門
派
・
水
戸
塁
贋
等
の
蓉
話
者
に
漉
っ
て
、
愈
々
鮮
明
な

る
錬
肖
、
，
恩
想
と
し
て
展
厨
し
盤
所
以
物
攻
．
と
せ
ら
れ
、
最
後
に
灘
慧
派
・
國

畢
畿
の
織
烈
な
ろ
壌
皇
論
を
閲
、
明
せ
ら
れ
て
み
る
。
從
っ
て
．
婬
幾
．
．
、
醐
蹴
は
穣

皇
暴
飲
ぶ
、
叉
は
穣
皇
論
の
晶
㍑
ポ
に
俘
・
、
話
事
件
の
究
明
に
就
い
て
不
縛
の

掌
篇
を
縛
し
、
糞
壷
を
稗
、
厩
婆
る
所
誠
に
希
な
る
認
，
の
が
あ
る
し
Q
云
は
な
け

れ
ば
な
1
5
ぬ
G
し
か
し
な
が
ら
更
に
こ
れ
抽
一
，
の
語
響
象
が
勲
何
に
し
て
そ
の

遷
代
と
の
電
着
に
お
い
て
統
一
的
・
全
膿
適
量
迭
を
持
っ
て
架
る
か
と
い
ふ

こ
と
は
、
蓋
し
復
離
に
…
翻
し
て
鵠
起
せ
ら
れ
た
重
要
た
る
門
恕
で
あ
る
と
思

ふ
の
で
あ
る
。
　
ハ
冨
山
炉
　
長
行
、
煮
六
五
蚕
、
解
髪
薫
閣
五
十
磯
）
〔
縛
野
谷

聡
〕

正
禽
院
譜
古
記

傅
　
笈

子
著

　
農
振
薫
、
廊
廟
維
…
、
覆
轍
の
滞
膏
以
來
、
京
都
は
北
京
學
界
と
満
か
ら
ぬ

閃
巌
を
生
じ
た
が
、
寒
陸
の
著
者
彬
芸
子
疑
を
四
大
及
び
東
方
文
化
癖
直
所

（　ILI）7　）

御

節
　
一
十
七
巷
黙
第
二
號

ご
一
七



紹

介

箪
二
十
七
巻
　
箪
二
筋

ご
天

涯
㍑
師
と
し
て
迎
へ
た
の
は
昭
瀦
．
入
ド
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
．
費
者
が
始
め
て
班

合
唱
陸
㌦
片
美
星
の
淫
　
　
羅
楓
た
の
は
そ
の
馬
　
伍
－
秋
で
ゆ
め
る
“
以
後
七
八
亀
－
の
閤
、
　
毎

歳
干
古
身
來
の
零
物
に
螢
す
る
眼
鵬
を
厩
ち
得
た
著
溝
が
そ
の
喜
び
を
支
那

筒
學
に
麟
た
ん
が
爲
に
も
の
さ
れ
た
の
が
即
ち
本
陣
で
あ
る
。
全
書
を
嚇
∵

に
分
ち
、
第
一
章
薦
愈
院
之
・
田
來
、
第
二
章
正
倉
院
之
欝
欝
（
認
臨
海
薦
倉

院
之
鶴
野
、
以
上
は
総
論
に
も
監
置
す
眠
き
も
の
で
、
第
四
章
…
一
…
倉
之
概
調
が

本
論
で
あ
り
、
最
後
に
第
君
章
緬
，
議
及
び
圖
版
二
十
八
蛭
を
附
し
て
み
る
。

　
本
書
の
特
色
の
一
は
口
本
発
來
の
灘
酒
係
交
獄
を
臨
く
渉
綴
せ
る
識
に
あ

る
。
之
は
僚
友
そ
の
入
に
乏
し
か
ド
ず
、
且
つ
研
究
駈
の
書
換
な
る
藏
書
を

翻
閏
し
碍
る
便
冗
の
あ
り
し
に
も
よ
る
が
、
亦
著
者
の
陛
盛
な
る
研
．
究
’
5
が

不
馴
れ
な
臼
本
文
を
僅
破
ず
る
の
困
羅
を
よ
く
克
服
し
た
る
結
祭
な
．
る
こ
と

は
云
ふ
を
待
た
な
い
。
從
察
の
支
郷
、
殊
に
上
露
方
面
の
墨
者
の
一
般
苦
蓮

に
は
諾
々
既
鮎
に
於
い
て
轡
、
、
臨
が
あ
っ
た
が
、
學
間
護
達
の
大
目
的
に
胸
っ

て
は
、
網
の
内
磐
を
問
は
ず
、
出
謬
る
丈
蘭
語
の
蕨
究
を
利
用
す
る
こ
と
が

整
ま
し
い
。
．
掃
表
が
「
畢
文
」
「
…
牛
駝
」
に
就
い
て
…
塒
．
瀦
…
氏
の
説
を
畢
げ
、
｝
，
尺

入
」
の
語
義
に
鵬
し
て
は
佐
伯
、
患
邊
二
氏
の
説
を
娼
．
げ
て
之
に
泥
描
せ
る

等
の
襟
度
は
何
入
に
も
あ
っ
て
欲
し
い
臨
の
で
あ
る
。

　
併
し
乍
ら
木
需
の
更
に
大
な
る
特
色
は
、
支
那
の
古
交
賦
を
縦
横
に
驕
早

し
得
る
著
譜
の
力
量
と
、
麗
在
の
支
那
興
闊
事
物
に
饗
す
る
博
識
と
か
ら
來

て
る
る
Q
既
掛
口
は
從
來
臼
本
の
研
究
に
於
〔
い
て
、
獅
不
十
分
な
る
を
…
免
れ
な

か
っ
た
駈
で
、
班
倉
院
難
物
の
史
的
騨
劉
ほ
本
書
出
で
て
精
々
絹
導
溝
楚
な

る
を
膵
溜
ゆ
る
Q
傭
凹
へ
ば
「
汽
’
毛
立
女
君
盛
切
ご
に
見
ゆ
る
山
唐
雛
（
堪
（
入
醗
旧
騰
の
瞭
（
飾
岬

を
難
聴
な
り
と
し
、
温
習
鵡
の
詳
、
歌
論
譲
翠
鋼
、
顧
麓
の
句
、
叢
論
鎭
眉

心
を
樹
川
…
せ
る
、
戚
は
、
鯵
窯
ハ
頭
」
に
就
い
て
、
洪
灘
…
の
講
難
を
引
き
、
臨
本

の
縫
な
が
南
桑
続
な
り
と
購
…
ぜ
　
如
き
は
疋
に
キ
者
の
鴨
簿
蔦
3
ビ
あ
ら
う
。

併
し
．
滑
讃
ほ
決
し
て
東
洋
の
文
化
を
見
る
に
、
範
醐
を
鯨
差
の
み
に
賜
擁
せ

し
め
な
い
。
．
先
に
著
者
は
康
方
鳳
、
讃
。
，
、
都
嘉
十
班
に
舞
樂
繭
陵
王
誘
を
載
せ

西
城
系
文
化
の
東
溌
を
論
じ
た
が
、
末
零
に
於
い
て
臨
菟
ら
る
㌦
如
く
、
正

倉
院
交
題
を
以
て
，
君
な
る
長
安
文
．
化
の
延
長
な
．
り
と
臨
矧
塾
せ
ず
、
複
雑
た
る

東
薄
文
化
交
流
の
雀
物
と
考
へ
、
最
後
に
鷺
本
が
頻
に
外
來
文
化
を
疎
取
し

つ
＼
よ
く
溶
学
力
に
富
み
、
爆
睡
を
厳
し
て
薪
軸
を
拝
べ
、
　
一
種
H
本
特

薦
の
風
調
を
具
ふ
る
に
測
り
し
を
以
て
結
諮
と
せ
る
は
、
茂
に
我
意
を
得
た

る
も
の
で
あ
る
。

　
患
ふ
に
璽
唐
文
．
化
は
人
々
之
を
口
に
す
ノ
索
、
其
の
眞
彩
を
眼
葡
に
徽
す

敏
き
難
物
は
爽
郷
漸
落
に
於
い
て
早
く
灘
滅
に
麟
し
、
近
年
資
叡
縄
の
秘
簾
…
の

獲
見
せ
ら
れ
た
る
も
、
敦
煙
は
要
ず
る
に
叢
爾
た
る
崩
倉
町
に
渦
ぎ
ざ
れ
ば

以
て
絢
翻
た
る
長
安
文
明
め
梯
を
偲
ぶ
葺
く
乳
あ
ら
ず
、
龍
門
の
石
佛
は
無

心
に
し
て
肖
を
鋭
き
給
は
ぬ
ば
、
岡
岬
代
一
於
け
る
赫
蛮
た
る
宮
廷
転
化
の

｝
珊
ほ
我
囲
の
建
築
掛
物
を
描
い
て
仙
に
求
む
る
衡
が
な
い
　
本
書
勢
頭
に

夙
謂
、
緊
鑓
無
飾
の
木
質
的
校
倉
に
、
始
め
て
一
歩
踏
み
入
り
た
る
時
、
晴

庚
詞
時
の
交
物
燦
然
と
し
て
損
す
る
な
く
、
整
然
一
堂
に
競
る
を
獲
乱
し
た

る
著
譜
の
驚
．
．
口
は
察
す
る
に
論
り
あ
り
、
書
中
購
所
に
そ
の
感
激
が
現
れ
て

み
る
。
就
中
第
　
…
一
章
蕉
倉
院
之
閥
麗
は
著
者
最
初
の
奈
良
訪
露
の
記
録
で
、

偶
蟄
昏
鹸
濱
田
毒
陵
博
ヒ
と
膏
を
焦
に
せ
る
も
亦
忘
丸
難
き
泊
…
憶
で
あ
メ
つ
、

淡
淡
た
る
之
違
の
串
に
蝦
鑓
掬
す
可
．
瀞
も
の
が
あ
る
⇔

　
獅
藩
者
は
洛
北
に
於
い
て
長
期
に
贈
る
、
不
’
賢
由
た
る
ア
パ
ー
ト
生
野
を

（　1，2S　）



切
ヒ
げ
、
今
や
再
び
故
郷
北
忘
に
鎌
碧
、
滞
洛
十
年
の
印
摯
記
が
随
筆
白
川

集
と
名
づ
鋤
ら
れ
、
近
々
菱
縄
の
蓮
び
と
な
っ
て
み
る
こ
と
を
…
尉
己
ナ
る
“

ハ
木
繭
、
一
文
。
規
格
郵
5
塑
。
太
交
索
引
典
一
〇
五
言
．
圓
膜
∴
八
。
短
縫

金
五
開
。
憎
泉
新
繭
求
堂
登
揮
）
〔
宮
瞭
市
定
〕

費襲

詮触鞭

朝
鮮
婚
姻
鳶

f
藻
鳩
証
票
烈
に
現
．
れ
た
7
跡
麹
　
　
－

　
　
　
李
蒲
窯
初
よ
り
継
鐵
幕
議
蛭
窟
衰
で

藤
濁
窺
三
著

　
婚
姻
は
人
｝
嬢
の
生
存
に
欽
…
く
べ
か
ら
ざ
る
饗
件
で
あ
り
、
あ
ら
ゆ
る
罫
引

に
と
っ
て
、
そ
の
獲
生
の
源
泉
で
あ
る
。
婚
姻
に
よ
っ
て
、
家
が
構
成
せ
ら

れ
、
壌
岸
、
が
亀
じ
、
之
バ
酸
聴
し
て
疑
族
、
民
族
、
更
に
繍
漕
丞
を
も
形
成
す
．

る
。
從
っ
て
婚
姻
に
よ
っ
て
掃
立
領
導
ゴ
以
下
の
、
騨
記
協
同
驚
は
、
最
癒
肖

然
に
し
て
且
つ
最
も
翠
純
に
叢
生
し
た
敢
魯
的
形
蒙
と
考
へ
ら
れ
、
換
製
す

れ
ば
婚
姻
は
灘
て
人
霞
ゐ
歳
會
的
生
活
の
慕
確
を
爲
ず
と
も
見
ら
れ
る
○
如
，

ち
婚
嫡
生
活
こ
そ
は
、
馳
へ
、
、
牛
薦
の
健
…
否
を
虎
髭
薄
．
る
山
丁
棲
幣
…
と
も
総
…
す
べ

き
で
・
w
，
り
、
そ
の
縫
儒
た
る
こ
と
が
、
畢
寛
方
縦
の
安
定
を
維
持
す
る
も
の

で
あ
る
き
；
ひ
得
る
。
そ
れ
故
に
人
類
は
、
高
架
　
　
既
に
原
始
未
開
の
隠

代
に
在
っ
て
さ
へ
、
一
定
の
蓮
徳
的
規
範
曇
る
ひ
は
法
律
殺
害
に
よ
っ
て
、

婚
姻
黒
馬
を
規
議
せ
ん
－
．
し
し
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
婚
姻
が
、
最
も
南
騨
き
制
度

と
し
て
存
霧
し
、
又
黒
物
法
と
し
て
鋼
定
せ
ら
れ
た
所
以
で
あ
る
Q
爾
も
婚

姻
は
風
な
♪
肉
難
爆
撃
費
に
非
ダ
し
て
、
精
騨
的
緋
合
で
あ
り
、
　
一
種
の
湛

慾
的
協
競
売
と
総
解
せ
ら
れ
る
か
ら
、
そ
の
法
澗
上
に
於
け
る
立
場
も
、
他

の
身
分
注
に
比
し
て
特
に
佑
撮
挫
を
有
し
て
み
る
隷
蕗
の
鰹
議
性
は
、
そ
れ

ぞ
れ
の
斑
嬢
の
久
し
ぐ
培
ひ
來
つ
た
資
欝
に
塞
馴
す
ノ
の
で
あ
ウ
、
嬬
姻
審

劔
を
瞥
見
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
そ
の
民
旋
憲
、
る
ひ
は
N
ぶ
の
特
殊
性
絡
を

鴫
威
知
す
る
こ
と
も
掲
來
る
。

　
京
城
帝
國
大
拠
、
款
文
汽
、
都
・
投
擾
懸
隔
蜜
．
二
氏
の
瀞
聴
者
た
る
本
書
は
、
か
嵐

る
意
瞭
に
灘
於
い
て
、
享
疑
燐
繰
…
ゐ
婿
端
嘱
鋼
を
通
じ
て
、
常
購
の
同
國
婚
姻
．

償
欝
、
道
．
怨
、
法
律
更
に
他
の
就
魯
的
纏
演
的
闘
係
を
殺
示
す
る
も
の
と
し

て
纏
…
雛
を
有
す
る
。
今
そ
の
序
を
婚
れ
ば
、
本
書
は
「
尊
輪
實
録
（
太
白
山
　

本
」
の
巾
か
ら
、
民
事
法
に
關
し
た
読
事
を
擾
、
醸
し
、
各
窺
膏
民
法
の
考
へ

方
に
從
ひ
分
漂
し
、
結
馬
ー
ー
噺
．
見
出
…
さ
ん
・
．
鶴
し
た
」
も
の
で
あ
り
、
姦
謀
の
彪

大
な
る
た
め
、
今
掴
は
李
輔
爾
初
よ
り
纏
國
大
翼
獲
布
に
歴
る
、
凡
そ
二
十

年
閲
の
矯
姻
；
關
…
す
る
費
讐
餌
冠
遠
し
た
の
で
あ
る
Q

　
い
ふ
蓬
も
な
く
、
李
輔
…
三
論
に
在
っ
て
は
、
輝
濟
尺
典
等
の
法
典
が
．
嚇
鴛
か

さ
れ
た
が
、
不
壷
〒
に
し
て
理
存
し
な
い
。
…
從
っ
て
婚
郵
に
…
役
し
て
－
も
、
他
の

事
．
項
と
煎
じ
く
、
民
事
の
實
瞭
肖
係
ぐ
5
1
津
す
る
準
剴
を
知
ら
ん
と
す
れ
ば

「
鴇
蝦
目
法
に
』
佼
ざ
る
を
得
な
い
。
殊
に
哨
鮮
で
は
、
地
文
涙
の
紫
’
勘
せ
ら
れ
た

摩
輔
甲
午
改
．
輩
以
後
に
於
い
て
さ
へ
、
民
直
裁
測
の
際
に
償
一
目
法
に
準
撰
し

て
み
た
こ
と
を
恩
へ
ば
、
樹
よ
く
撮
せ
ら
れ
る
。
さ
て
李
講
初
期
の
民
職
法

を
究
め
ん
と
す
れ
ば
、
斯
く
の
如
く
戎
文
法
の
隠
避
せ
る
に
よ
り
、
仙
の
資

料
に
援
ら
ざ
る
を
得
な
い
。
商
も
鱒
酔
夢
の
資
料
と
し
て
最
虚
構
厳
な
る
勇
の

は
、
勿
論
　
撃
朝
醤
蝦
録
を
推
さ
ね
ば
な
ら
ぬ
，
既
ゆ
賢
く
ほ
、
本
書
に
於
い
て
、

特
に
著
磯
が
親
存
の
實
録
の
摺
木
た
る
太
自
山
本
を
使
彫
せ
ら
れ
し
こ
と
は
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